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研究成果の概要（和文）：本研究では、フィリピン共和国のムンティンルパ市をフィールドとして、①妊娠中の
鉄葉酸錠利用、②妊娠中の食多様性に関する調査を行った。
①　妊婦の約9割が鉄葉酸錠を服用していた。また、対象妊婦の中で、貧血症状を知っている者は約半数で、鉄
葉酸錠の利点を知っている者は約半数、鉄葉酸錠の副作用を知っている者は約２割であった。
②　妊婦の約半数は食多様性が低い状態が明らかになった。豆類、大豆製品、ナッツ類の摂取は3割未満であっ
た。今後、妊婦の栄養に関する知識を高め、妊産婦ケアを通じて食事摂取の頻度と適切さを確保することで、妊
婦の栄養状態を改善できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted in Muntinlupa City, Republic of the Philippines.
(1) the use of iron folate tablets during pregnancy and (2) the diversity of dietary habits during 
pregnancy were investigated.
(1) Approximately 90% of pregnant women were taking iron folate tablets. Half of them did not know 
anemia symptoms, half of them did not know the benefits of iron folate, and only about 20% knew the 
side effects of iron folate.(2) About half of the pregnant women had low dietary diversity. Intakes 
of legumes, soy products, and nuts were less than 30%. Increasing nutrition knowledge through 
antenatal care can contribute to the nutritional status of pregnant women in the Philippines.

研究分野： 公衆衛生学、公衆衛生看護学、疫学、地域看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、フィリピン共和国に居住する妊婦の①鉄葉酸使用状況とその使用における関連因子の評価を行っ
たこと、②食事摂取の質とその関連因子の評価を行ったことに学術的・社会的意義があると考える。①では、貧
血の徴候・症状に関する知識、鉄葉酸錠に関連する利点に関する知識、鉄葉酸錠に関連する副作用に関する知識
を持っている妊婦は少ない状況が明らかになった。②では、妊婦の食多様性が低いこと、食多様性には妊婦の知
識が関連していることが明らかになった。以上のことから、妊娠中の女性を支援するために、現地保健・医療職
が中心となり妊娠中の貧血や栄養に関する知識を適切に提供・指導していくこと必要であると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
東南アジアでは現在も妊産婦死亡率が高い国が多く、その主な原因の一つに出産時の出血が

ある。妊娠中の鉄欠乏性貧血は出産時の出血死に至る原因となり、鉄欠乏性貧血が重症化する程
その可能性も高くなる。鉄欠乏性貧血は予防可能な疾患であるが、妊婦や家族の知識・意識・社
会経済環境、ケア提供者による予防的な働きかけの必要性など、社会文化的な要素が複雑に絡み
合うことで予防が困難となっている。特に貧困地域では、偏った食環境、女性が情報を得る機会
の不足、疾患の理解不足、鉄剤の継続的な内服困難、といった鉄欠乏性貧血に至る原因が存在す
る。我々はこれまでの東南アジアでの調査経験から、伝統的な地域ヘルスボランティアによる継
続的な家庭訪問や巡回相談こそが、女性と家族の行動変容を促す鍵と考え、これまでに予防困難
であった鉄欠乏性貧血の減少につながるものと考えた。本研究では、東南アジア貧困地域におけ
る妊婦の鉄欠乏性貧血予防を行うため、地域保健機関看護職と協働した持続的地域ヘルスボラ
ンティア支援モデルの構築を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究では、東南アジア貧困地域における妊婦の鉄欠乏性貧血予防を行うため、妊婦の鉄欠乏

性貧血の現状と課題の把握を行う。本調査では、共同研究者や調査フィールドの選定の関係から、
フィリピンをフィールドとして調査を行った。フィリピンでは、ムンティンルパ市を調査地とし、
ムンティンルパ市の貧困層にアプローチする方法をとった。 
フィリピンでは貧血を予防するために、妊娠前から鉄葉酸錠の予防的内服を行っている。また、

途上国における鉄欠乏性貧血に至る主な原因の一つには、栄養不良があげられる。以上のことか
ら、本調査の目的を、①フィリピンに居住する妊婦における鉄葉酸使用状況とその使用における
関連因子の評価、②フィリピンに居住する妊婦の食事摂取の質とその関連因子の評価、とした。 
なお、2020 年から新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、現地での調査が大きく制限され

た状況にあった。 
 
３．研究の方法 
本研究では、フィリピン・ムンティンルパ市ヘルスセンター及び市民病院から研究協力を得て、

ムンティンルパ市をフィールドとして調査を行った。主な調査方法は次の通りある。 
2019 年 3 月から 8月にかけて、フィリピン・ムンティンルパ内にある市民病院において、280

名の妊婦を対象に横断研究を実施した。ムンティンルパ内にある市民病院は、経済的困窮者への
受診費用の負担サービスが公的支援として備えられていることから、当病院の受診者は市内貧
困層の住民の利用が多い状況にあった。調査には、神戸市看護大学研究倫理委員会及びムンティ
ンルパ市市民病院倫理委員会の承認を得て実施した。調査対象者には、参加は自由意志によるも
の、不参加による不利益が生じないこと等を説明した上で、参加のための同意書に署名を得た上
で調査を行った。 
データ分析では、多変量ロジスティック回帰分析を用いて、妊婦の鉄葉酸錠使用率と関連する

因子、妊婦の食事摂取の質とその関連因子の分析を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、①フィリピンに居住する妊婦における鉄葉酸使用状況とその使用における関連

因子の評価、②フィリピンに居住する妊婦の食事摂取の質とその関連因子の評価、に関する成果
を得た。 
 
①フィリピンに居住する妊婦における鉄葉酸使用状況とその使用における関連因子の評価 
280 名の妊婦のうち、過半数（85.6％、n=238）が妊娠中に鉄葉酸錠を服用していた。その中

で、128 名（45.9％）の女性が貧血の徴候・症状に関する知識を持ち、126 名（45.3％）が鉄葉
酸錠に関連する利点に関する知識を持ち、42 名（15.4％）が鉄葉酸錠に関連する副作用に関す
る知識を持っていた。鉄葉酸錠に関する主な情報源は、医療従事者（41.8％）、次いで地域保健
員（14.6％）であった。鉄葉酸錠の利点に関する母親の知識（OR = 2.50, CI = 1.04- 5.97, 
p=0.04）は、鉄葉酸錠の内服割合と正の相関があった。以上のことから、鉄葉酸錠の利点に関す
る女性の知識を増やし、妊娠中の女性をサポートするために、現地医療提供者やヘルスボランテ
ィアと協働して支援することが必要と考えられた。 
 
②フィリピンに居住する妊婦の食事摂取の質とその関連因子の評価 
妊婦の約半数（46.4％、n = 130）が、食事の多様性が低い状況にあった。豆類、大豆製品、

ナッツ類の摂取は 30％未満であった。ロジスティック回帰分析の結果、貧血を予防するための
栄養源に関する母親の知識の低さ（オッズ比（OR）4.25、95％信頼区間（CI）1.47-12.32、p＝
0.01）および食事の摂取頻度が少ないこと（OR 2.15、95％CI 1.08-4.29、p＝0.03） が、食事



の多様性と有意な関連を示した。今回の知見は、妊婦の良質な栄養に関する知識を高め、妊産婦
ケアを通じて食事摂取の頻度と適切さを確保することで、妊婦の栄養状態を改善できる可能性
を示唆した。 
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